
点数 各項⽬20点満点 書評

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員A 17 17 18 16 18 86 なんというか、普通に⾯⽩い。特に意外性や新しさがあると思った。しかし、
発想は新しいものだとして、ストーリーまでそれに引きずられる必要はなかっ
たのではないか。古典的なストーリーに新しい発想が加われば、かなりの名作
になると思うのだが、この作品にそこまでのよさは感じなかった。切り⼝がと
ても鋭くていいので、もっと―うーん、なんていうかな、もっと広げられた気
がするのである。なんていうかな、もっと広げたら、短編映画を⾒た後のよう
な満⾜感が出たんじゃないかと思ってて、それには結構使い古されてはいるけ
どしっかりしたストーリーが必要だったんじゃないかなと。惜しいな。多分
もっと⾯⽩くて怖くて感動的な話とかにできたと思う。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員B 13 12 15 12 14 66 令和都市伝説というだけあってマイクラみたいなゲームの話でしたね。現実的
にみて⼦供を2⼈気づかれずに殺すのは素⼈には絶対無理でしょうから罪悪感
と呪いの類なんだろうなと思いました。現実離れしているので怖くはありませ
んがこんな怪談がどんどん増えてきそうだなと思っちゃいました。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員C 16 13 18 18 14 79 オンラインゲームを扱った現代的な作品。語り⼝調はやや⾃虐的な表現で２
ちゃんねるっぽくなっており、全体的にユーモラスな雰囲気が表現されていた
と思う。中盤以降に友達の死が明らかになっていく展開は臨場感や絶望感が
しっかりと表現されており、⾮常に⾯⽩い展開だったと思う。⼀⽅で、これは
個⼈的な要望に近いのだが、もう少し主⼈公や「C」に追い詰められる展開が
欲しかったと感じた（⽂字数的に厳しかったかもしれませんが…）。全体を通
して完成度が⾮常に⾼い作品でした。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員D 18 18 19 18 18 91 「令和の都市伝説」とは初め⼤袈裟かな？と思いましたが、これはそう呼ぶの
に相応しいくらい⾒事なお話でした。展開が現代の⼦どもたち（実際のところ
は⼦ども視点ではないので分かりませんが）ならではのツールを使いこなして
いる反⾯、⾔葉⾜らずで⼤⼈に真意が伝わらなかったり浅はかな思い付きで後
悔をしたり、と幼さ故の展開も多々ありとても⾯⽩かったです。とても分かり
やすい表現が多く、感情移⼊しやすいお話で映像が⽬に浮かぶようでした。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員E 18 18 17 16 17 86 亡くなったAも、その他の⼦供たちもAの⺟親も、すべての⾏動が悲しく思え
る。
Aを励ますために集まったのに「ビリだった奴が・・・」という誰でも覚えの
ある、ちょっとした遊びが、とんでもないことを引き起こしてしまった。どれ
だけ驚き、⾜が、頭が、震えただろうと想像できる。そんな精神状態の中だか
らこそ「ぬる様」なんて得体の知れないものに、⼦どもたちだけでなく⺟親ま
でも縋ってしまった。責められる者も救われる者もない切ない話。Nullがデー
タ上の存在なら、ゲームをしなくてもあらゆるデータの中に現れる可能性は否
めない。呼び出してしまった以上どのような形でnullは接触してくるのだろ
う。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員F 16 14 16 15 16 77 発想としてはなかなか⾯⽩いな、と思いました。ゲームの噂、というのは結構
あったりしますが、そこで亡くなった⼈の魂をアカウントで甦らせる、という
のはいかにも現代っぽいな、と思いました。「ぬる様」はある特定のコードを
プログラミングすると呼び出せて、何かと引き換えにゲームの中に死んだ⼈の
魂をデータとして甦らせてくれるという。その特定のコードをなぜBが知って
いたのか、とか気になるところはありますが、Aの⽴場で考えた時、その⾏為
は嬉しいだろうか？ゲームの中でもし⽣き返れたとして、喜ぶだろうか？私な
ら嬉しくないと思いました。9ページ⽬の最後の⾏で、Dは何か知っているよう
な⼝ぶりでした、となっていますが、Cの間違いですよね？細かくてすいませ
んが、⼈物が違ってしまうと鋭さや話の流れにも影響してしまうので。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員G 18 16 20 18 15 87 褒め⾔葉として、とても厭な話でした。怪異の怖さと⼈の怖さがちょうどいい
バランスで読みやすかったです。ゲームをしている若年層〜親世代に⾄るまで
厭な気持ちを持たせる物語が良かったですね。A君⺟の気持ちを考えると⾝の
裂かれるような思いになりますし、主⼈公の気持ちになれば友⼈を⽬の前で亡
くした喪失感や無⼒感で胸がいっぱいになります。全部の出来事が「こんな事
起きたら嫌だな」と思わせてくる、気分が落ちてる時に読みたくない作品でし
た。オチについても、災害ではなくオカルトなんだとある意味安⼼できる部分
に個性を感じられてよかったです。⽂章も整っており、かつ表現も伝わりやす
かったのでお話に集中できました。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員H 18 19 18 17 18 90 都市伝説から来る怪奇。⼀⾒荒唐無稽なお話なんですが、上⼿く怪異譚として
成⽴させています。怖さ、⼩学⽣同⼠の他愛も無い会話から始まり、不意に訪
れた不幸。贖罪の気持ちからネット上に現れるという謎の存在を呼び出してし
まい。その後の悲劇へ。「ぬる」の存在が不気味で終始冷や汗かきつつ読んで
ました。鋭さ、友達同⼠の会話劇と起こる事象の恐ろしさの表現が乖離するこ
と無く、主⼈公⽬線の⽂章ですが余分な感情は⼊れすぎず、かといって冷徹に
もならず。ただ起きている事は容赦なく抉る。良いですね〜。新しさ、ネット
というまさに現代の象徴である媒体を⽤いながらも、そこで巻き起こる事、出
現した「ぬる」という存在、正体不明かつ理不尽に遭遇した者の命を取る理不
尽さ。古典物語に出てきそうな所が、ネットとの対⽐で⾯⽩かったですし、こ
ういう表現⽅法があるんだなと感じました。ユーモアさ、語弊があるかも知れ
ませんが仲良し5⼈組のなんて事ないやり取りが引き起こしてしまった悲劇で
す。ほんの少しのボタンの掛け違いがこんな⾟い事になるなんて。⼈はただ
各々⽇々⼀⽣懸命⽣きてるだけなのに。それから、やはり「ぬる」の描写です
ね。気持ち悪いわ、理不尽だわ、いやいや何何コイツ？笑えてくるわ！でし
た。意外さ、仲間の死の原因は確実にソレだろうと思われるのに、死ぬ場⾯の
描写は無い為にあくまでも想像の域を出ない点です。読み⼿に判断を委ねると
⾔うか。更に末⽂。パンチ効いてました。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員I 12 11 13 10 12 58 最後は全滅かと思いましたが、そうではなかったですね。Ｃ君は間違った推理
を⽴証するためにゲームにログインしてしまい亡くなったようですが、僕は⽌
めなかったことを悔いてはいないようですし、先⽣の事故死をきっかけにまた
ぬる様に関わりそうになっても、クラスを⽌めることなく⾃分だけ逃げてしま
いサイコパスなのかなと思ってしまいました。ヒトコワにあたるのですかね。

344 令和都市伝説「ぬる
様」

⼀般審査員J 13 15 18 14 15 75 ネットゲーム上のこっくりさんのような、最新の社会状況に合わせたもので、
良かったと思う。不幸な事故と不幸な誤解からの不幸な連鎖が⾮常に後味の悪
いところだったと思う。

合計 159 153 172 154 157 795

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員A 17 17 18 18 16 86 ミステリー系ホラー漫画の脚本のような怪談。このストーリーテリング⼒には
頭が下がる。キャラがいいのでシリーズ化しても⾯⽩いと思う。ただ、⽂章⾃
体は結構粗いので、あくまで「原作」としての価値だが。発想は斬新で、ユー
モアのある⽂章。スピード感のあるストーリー。ただ、「怪談」としての恐怖
はそれほど追及されていないように感じた。「あなたの⾔う怪談ってなんです
か？ そもそも怪談にこうしなくちゃいけないってルールなんかないで
しょ？」。こんな声が聞こえてきそうだ。ただ、それでも「怪談とは何か」をも
う⼀度考えてみたうえで、「怪談らしく」書こうとしてみると、また違ったも
のが出来上がるのではないだろうか。そろそろ映画や漫画の脚本のような「ス
トーリー」ではなく、「怪談」を書いてみてはどうだろうか。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員B 10 13 15 14 12 64 スマホのアプリに怨念が宿るのは令和怪談ですね。話の流れとか設定が少々雑
な所があって残念でした。話し⾃体は⾯⽩かったので丁寧に作ったらすごい作
品が⽣まれそうな気がしました。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員C 10 13 18 18 12 71 安定したユーモラスな表現は相変わらず…。アプリという現代的な表現は斬
新。完成度が⾮常に⾼い作品だが、それ故にややリアリティに⽋ける。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員D 15 17 19 20 17 88 昔ながらのチェーンメールの⼿法で広がる怪しいアプリの呪いと、それに⽴ち
向かう⼈間。新しくもあり昔懐かしいの展開に読みながらわくわくしてしまい
ました。アプリを使ったら何かが起こる、というわけではない⼀捻りあるとこ
ろにユーモアを感じました。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員E 18 17 16 18 17 86 きなこワールド全開って感じ。「不審死の共通点が体の後ろ半分が亡くなって
いること。」読んだ瞬間‘‘びんぼっちゃっま”みたいになるのかと思って笑ってし
まったが、どうやらそうではなかった。わらべ歌も少し違っているが、わざと
変えているのかと思った。わらべ歌⾃体、遊郭と縁があるから⽗親の異常性や
⾝ごもり等連想できてしまう。怖さの部分でいうと気味の悪い所業が際⽴つ内
容で、シズカがまとっている環境については吐き気がしそう。アプリに同じよ
うな輩の名前が並んでいるのにはゾッとしてしまう。⼩仏アプリが消えたのは
少々もったいない気もする。改良して変態探知アプリとして鳶島さんに活⽤し
てもらいたかった。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員F 17 17 18 19 17 88 ⾮常に⾯⽩く読ませていただきました。登場⼈物として投稿者さん⾃⾝が出て
くるのでどなたの作品かはすぐにわかってしまうのですが、このきなこさんの
シリーズ、好きです。お話は、⼩仏アプリという、いかにも現代的なスマホを
介した呪いのアイテムが出てきたりと、新しさを感じると共に、鳶島先輩の⼈
物像や、きなこさんとの会話といったところに⾮常にユーモアのセンスを感じ
ます。怖さは怖さとして勿論あるのですが、それを上回るユーモアさに引き込
まれます。⼀つのシリーズものとして完成度が⾼く、素晴らしいな、と思いま
すし、今後も期待しながらお話を読みたいな、と思わせてくれますね。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員G 10 14 18 20 14 76 読後感が素晴らしく清涼でした。粗削りなところもありますが、何をどう⾒せ
たいかがはっきりしていたのでわかりやすかったと思います。怖さはほどほど
といった感じでしたが、怪異の着眼点が現代的なので、世界観がブレにくくて
お話をすんなりと理解することができました。セリフ回しがとても上⼿なの
で、会話が多めでもだれることなく、アニメを⾒ているように読めました。⽂
章についてですが、常体と敬体の混ぜ⽅が⼀貫しているとより良かったと思い
ます。怪談ではありながら結末が爽やかなことと、登場⼈物が各々魅⼒的なの
で、嫌な気分になった時に読むとスッキリするお話でした。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員H 17 18 18 17 19 89 かなりの思い切った設定のお話ですね。⺠間伝承「⼩仏」、アプリ、異様な死
に⽅をする被害者。下⼿をうつと⼤コケしそうですが、構成⼒、⽂章⼒で成⽴
させています。怖さ、そもそも「⼩仏」とは何なのか？それもアプリとして突
如被害に遭っていた⼥の⼦達の元に現れ、復讐は果たされるものの、⼥の⼦⾃
⾝の末路も、、というサスペンスの要素強めでありますが、起きる事象の不気
味さでしっかり怖さも出ています。鋭さ、序盤から主⼈公と刑事である先輩と
の会話劇は軽妙ですらありますが、深まる謎、徐々に迫り来る怪異に移⾏する
件へ切り替わる時に⼀気に鋭さが増します。新しさ、当初⺠間伝承からくる呪
いのアプリかと思いきや、実の所は⽗親の娘への異常すぎる執着から⽣まれた
ものだったという驚き。変な強引さが無く、すんなり受け⼊れられました。
ユーモアさ、主⼈公と先輩の愉快なやり取り。怪談においてはひたすら怖い描
写が続くより、ユーモラスな場⾯もあった⽅が緩急があって好きですね。そし
て、ラスト。2⼈でバケモノを退治た部分。爽快でした。意外さ、ここはラス
トかな。藍原によって死に追いやられた娘さん。恨めしい、呪わしいでなく、
産まれた経緯は⽬を覆いたくなるような我が⼦を抱いて、優しくほほ笑みかけ
る。⽗親の⽀配からの脱却。少しでも救われる要素があり良かったです。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員I 11 10 12 11 14 58 シズカさんの呪いと思いきやまさかの殺されたほうが原因だったのかとなりま
した。先輩の銃の腕がよくてよかったなと。今後そのようなアプリがなくなる
のはいいが、親から虐待をうけている⼦供の助かる⼿段が⼀つ減ってしまった
なと思ってしまいました。読みやすい⽂章でよかったと思います。

358 ⼩仏アプリ ⼀般審査員J 18 18 18 19 15 88 アプリを使った呪のような話で、表⽰のも⽩い話だった。しかも、その呪を振
りまいていたのは、被害者の⽗だったとは思わなかったところも良かった。
テンポもユーモアもところどころ⼊っていて、⾮常に良かったと思う

合計 143 154 170 174 153 794

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

325 かきはらい ⼀般審査員A 20 20 18 17 20 95 最初、読み始めて数ページで、⾼評価を付ける気はなかった。出だしはとても
よくて、「あたたかくていい話かな？」となんとなく思っていたのだが、途中
から雲⾏きが怪しくなってきて、「は？ こういう展開にすんの？ こういう
のを蛇⾜っていうんだよ。最初の数ページで終わっとけばよかったのに」とな
り、しばらく読み進めながら、どう批評してやろうかと頭の中で⽂章を組み⽴
てていたのだが、神社の話あたりからまた雲⾏きが変わり始め（晴れはじ
め）、最後には泣いていた。つまり、この作者の巧みなストーリーテリングに
まんまと乗せられたのである。ただ、ストーリーテリングがうまいだけでは、
私からの⾼評価はもらえない。毎回くどいくらい⾔っているが、そこには怪談
を怪談たらしめるための「品格」が必要なのである。それはなんなのか、と聞
かれても、私は明確には⾔葉にできない。ただ、この怪談を読むことをすすめ
るのみである。

かきはらい ⼀般審査員B 13 14 12 12 13 64 話の⼊り⽅からスムーズに⾏き詰まることなく読める話でした。内容は神社、
⼭の物怪、⼦供とよくある組み合わせではありますがまとまっていて、とても
読み⼼地が良かったです。

かきはらい ⼀般審査員C 18 16 16 8 18 76 ⼿と獣が違う存在であるという展開にはしっかりとミスリードされ、良い意味
で裏切られた。神社の中で現れる獣の顔や表情の表現が⾮常に不気味でこの作
品のクライマックスの恐怖がしっかりと表現されていたと思う。⼀⽅で、伏線
はあったものの突然に⼿の正体がお姉さんであると分かる展開は、少し急な展
開だと感じた。総合的に完成度が⾼い作品。

かきはらい ⼀般審査員D 18 17 18 18 19 90 とても怖く暖かい怪談でした。純粋な⼦どもに取り憑いていた禍々しいモノ
と、純粋な存在であるお姉さんの対⽐がとても迫⼒がありました。憑き物系の
話でありがちな壮⼤な除霊の儀式があるわけではないのに、⼀瞬の出来事が
⽣々しく描写されていてぞくぞくしてしまいました。複数の条件が重なって、
最終的にとても素敵な終わり⽅を迎えられて良かったです。体験者さんの暖か
い想いに救われました。

かきはらい ⼀般審査員E 18 18 16 16 15 83 亡くなった姉が妹の⼦供を助けるという⼼温まる内容。しかし、最初の現れか
たは話の中にも出て来るがすごく怖いと思う。布団の中から何か得体の知れな
い者に触られるという感覚なんて恐怖そのものだと思う。それでも⼿をつない
で眠るというのは、忘れかけていた幼いころの姉との記憶があったからだろ
う。これまで妹を⾒守っていたとしても、なぜ事の起こる半年も前に現れたの
か、それを予期してか、たまたまなのかわからない。印象的なのは、当事者は
フットワークの軽い⼈で、その夫はずっと蚊帳の外なのだと思った。そして、
亡くなった者は相⼿にわかりやすい形で現れてくれると感じた。

かきはらい ⼀般審査員F 14 14 15 14 15 72 思い出の中で⾃分が受けた愛情だったり、⼼が暖かくなるような⾏為は、相⼿
が変わっても、⾃分がして貰って嬉しかったから同じようにしてあげたい、と
いう気持ちになるのでしょうね。幼い主さんの⼿を優しいお姉さんが布団の中
で暖めてくれたように、主さんも息⼦のコウ君の⼿を包んで暖めて寝かしつけ
てあげる。突如現れた冷たい⼿の感触にも怖いながらも⼦供らしさを感じ、同
じように⼿を包んで暖めて声をかけてあげる。そんな暖かい優しさの連鎖が、
守護霊となったお姉さんにも伝わってコウ君や主さんを守ってくれたのでしょ
うね。息⼦を守る⺟親の、何とかしなくちゃ、という強い思いが良い⽅向に繋
がり、獣の霊(？)から⾝を守る事が出来たのだと信じています。

かきはらい ⼀般審査員G 13 13 10 15 17 68 洒落怖のような物語的作品でした。読後感も穏やかな気持ちにさせてくれる良
い作品だと思います。亡くなった⾝内が守ってくれているというのは、それだ
けで⽣きている側を勇気づけてくれるものです。終始⼦供の描写が巧でした。
最初の怪異から、本来対峙する怪異のミスリードもテクニカルで良かったで
す。お姉さんが実はご存命でないという展開もアクセントになってましたね。1
点きになったのは、望⽉さんのナビゲーター感が強く出てしまっていることが
気になってしまったためです。詳しく説明されすぎてしまうよりは、僅かに余
⽩を残して頂いたほうがオカルトらしさが際⽴つように感じました。

かきはらい ⼀般審査員H 19 19 18 17 19 92 読了後、何だか胸がいっぱいになりました。良作だと思います。怖さ、最初は
冷たく⼩さな⼿が触れてくる(これはこれで怖いですが)程度で済んでいたの
が、次第に標的が息⼦へ、それも実害を与えてくるという。でも主⼈公にソレ
を追い払う⼿⽴ては無く、、という先の展開にドキドキしっぱなしでした。そ
れに加えて⽂章の構成が上⼿い。違和感無くこの物語の世界に⼊り込めまし
た。鋭さ、主⼈公の幼き⽇の姉との思い出から始まり、それ故に現れた謎の⼿
に取った⾏動、良かれと思ったことが裏⽬に出たのかとくやむ主⼈公。劇的な
展開にはせずにどこか1歩引いた表現。鋭さ⼗分ではないかと。新しさ、毎夜
のように主⼈公の⼿に触れていた存在と、息⼦に迫っていたモノとがまるっき
り別物であり、⼩さな⼿は守り⼿(亡くなったお姉さん)、⽚⽅は⼭で取り憑い
た動物霊？物の怪？で我が⼦を、、、しかもこの化け物が⼈の顔をしており、結
局の所正体は分からないままという点にも新しさを感じます。善と捉えていた
ものが驚異に変わるというだけなら、差程珍しくありませんが、冷たく⼩さな
⼿が祓う事が難しいと⾔わしめたモノを退治て、守ってくれたという展開は⽬
から鱗でした。ユーモアさ、この点については化け物の描写と退治のされ⽅で
す。顔も⼿も⼈の形をしていた、という点から恐らくは元は⼈間で、そこに
⾊々な他の⼈間の執念、妄念、執着、がくっついたモノなのかな〜と感じたの
ですが、そもそもそこが滑稽でしたし、したり顔でニヤニヤからの⽩い⼿にボ
コボコにされる所は最⾼でした。意外さ、やはり最初に怪異が起き始めたきっ
かけである冷たい⼿の正体ですかね。考えてもみませんでした。それから、
きっちり怪奇でありながら末⽂での主⼈公の述懐で、しんみりさせてくる所で
す。最早、⾔うことなしです。

かきはらい ⼀般審査員I 11 12 11 10 12 56 ⼿は⾒えていたがもう⼀つは⾒えていなかったために、⼿が悪さをしてるよう
に⾒えていたが、実は。。。という⼼温まる系のお話でした。優しいお姉さんに
助けられたコウくん。きっと優しい⼦に育っていくのだろうなと期待しまし
た。悪い霊と戦って守ってもらえたのは嬉しいが、そのせいでお姉さんはきっ
と傷だらけだったんだろうな。もうコウ君が悪いものを拾ってこないといいな
と（笑）

かきはらい ⼀般審査員J 15 15 15 13 16 74 ⾮常にいい話だった。獣のあやかしに取り憑かれてしまうという映画にあるよ
うな話になっていて、わかりやすかった

合計 159 158 149 140 164 770

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員A 17 17 17 16 17 84 特に⾔うことはない。私はこの怪談が好きではない。うーん、この⼿の怪談が
好きではない、かな？ 前提が⾃業⾃得なので、「縁」というテーマとも相性
が悪い気がする。とはいえ、個⼈の好みを持ち込みすぎるのもよくないので、
評価は⾼めである。「もし⾦をきちんと払っていたら」と考えると⾯⽩い。
ハッピーエンドで終わっていたのか？ それはそれでどうなんだろうか。本当
に嫌な奴が無理やり関わってくる場合とかだと、こっちからお願いしたいくら
いの店かもしれない。退職代⾏ならぬ縁切り代⾏みたいな。「縁」とはなにか
について、⾊々と考えさせられる。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員B 13 14 10 13 12 62 縁切り屋ではなくて、⽷切り屋にしてる所にオリジナリティをだしてるだけ
で、なんとなく聞いたことがある話でした。やり⽅も呪いが薄まる系というか
広めれば広めるだけ本⼈が助かりやすくなるみたいなヤツでしたね。ただ、⽀
払いが1⽇遅れただけで、そんなんしてたら⽷切り屋も儲からないんで、ただ⼈
を貶めて絶望に導く悪魔的な存在なのかなと思いました。話の作り⽅は上⼿い
ので次回作にも期待したいです。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員C 14 14 12 12 14 66 主⼈公に⾮があるとはいえ理不尽で可哀想なラストだった。3⼈称視点の語り
⼝調が「世にも奇妙な話」のような作品感を出していて、リアリティが若⼲損
なわれていた気がする。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員D 17 18 18 19 18 90 洒落怖⾵の出だしからわくわくしながら読み進めていましたが、内容が⾒事な
ほど胸くそ悪い。浮気をする男は最低だけど、幸せの絶頂から転落するのを⾒
るのは嫌いではありません。「⽷切り屋」というキーワードにもかなり⼼惹か
れました。呪いをかけるにしても即効性の⾼さと直接的な攻撃を加えてくると
は…とても不気味でした。現実離れした展開の中に、妙に⽣々しい報酬額が出
てくることで不気味さが増しました。都市伝説にありがちなこの⼈が命を落と
したのだとしたら、この話はどうやって伝わってるんだという違和感を⾒事に
拭ってくれる結末に⿃肌が⽌まりませんでした。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員E 16 17 18 18 16 85 不倫の代償ってそんなに⼤変なのかと思った。全部しゃべってしまえばいいの
に⼤したことない話なのだから。でも、そしたらこの話⾃体なりたたないです
ね。この話の中に出て来る『⽷切り屋 各種ご縁 因縁』の夫婦らしき男⼥の
描写は、とてもそれらしくて上⼿いと思った。結局⽥中はこの『⽷切り屋』も
裏切るんだけど、付きまとっている親⽗は⽥中の縁切りを専属でやっていると
思うと⾯⽩くなる。30万では割に合わないんじゃないの？⽥中が気づいた、縁
を結び続ける⾏為が⾃分を助けると⾔っているが、⽥中と縁が切れた者たちは
幸せなんじゃないの。あなたが疫病神だから。⾃分で⾃分を苦しめているって
こと、わかってないな⽥中！

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員F 17 17 18 18 17 87 なかなかに⾯⽩いお話でした。霊的な怖さではありませんが、⾃⼰暗⽰系、深
層⼼理に訴えかける怖さがありました。⼀⾒、よくある浮気をした男が⾝の保
⾝を考えつつ、決断出来ずに悩み続ける話。ある⽇、⽬にした⽷切り屋の看板
に誘われるように店に⼊る⽥中。当然の流れとでもいうように浮気相⼿の⼥性
との縁が切れる事を望み、実際、願い通りに⼥性との縁が切れる。が、⽷切り
屋との約束をすっかり忘れ、約束の期⽇までにお⾦を払わなかった事から⽷切
り屋から恨まれ、⽷切り屋の男の声で執拗に追い詰められる。そして、⾃殺に
追い込まれた―と思ったが、実は⽥中は⽣きていて、この話を語る本⼈で、こ
の話を拡散させる事で⽷切り屋からの追随を遅らせようとしているという。そ
こには意外さもあり、嫌な怖さも感じました。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員G 10 15 8 12 10 55 ヒトコワと⽈く付きの怖さを体験できる作品でした。読後に「おじいさんの声
は聞こえるかな？」と⽿を澄ませてしまいました。読者の現実にも⼊り込んで
くるのもはそれだけで怖さを演出してくれますね。ただ、少し展開が読みやす
かったので怖さが控え⽬に感じてしまいました。なかなか難しいところではあ
りますが、こちらにも影響があるぞという脅しがあるならば、もう少し意表を
突かれた展開がほしかったです。展開が読めないまま「実は貴⽅にも影響があ
りますよ」のほうが、急に⾜元が不安定になるような感じになるのでいいかな
と思います。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員H 18 18 19 17 18 90 いや〜、とんだ下衆ですね。主⼈公。呆れ果てました。読了後は本当に頭に来
ました。怖さ、⾃業⾃得とは⾔いながら相⼿の⼥に徐々に徐々に追い詰められ
憔悴していく主⼈公。そして、「⼈との縁を切る」と⾔う胡散臭い輩に縋って
しまい、、異⾊ではありますが怖い展開でした。鋭さ、語り⼿の軽妙な語り⼝
がかえって主⼈公の⾝に降りかかる驚異、恐怖に鋭さを加えています。新し
さ、冒頭の謎かけ、⼀⾒よくある話である「痴情のもつれ」をどうやって終着
させるのか？その解決⽅法に「⽷切り屋」という謎の存在、それも時空の狭間
に存在しているであろう者に託すことで解決させるとは。ユーモアさ、この点
に関しては、「⽷切り屋」のおばさんと親⽗の気持ち悪さ、得体の知れなさで
す。本来なら笑えない存在なのでしょうが、兎に⾓主⼈公が下衆すぎるので
「やったれ、やったれ！」と思ってしまいました。いや、良くないんですけど
ね。意外さ、やはり追い詰めてくる浮気相⼿をどう「処理」するのかが要なの
で、どうやって解決するんだ？と思いながら読み進めましたが、、まさかの！で
したし、何より、ラストの語り⼿の正体が⽥中本⼈！しかも周りを巻き込んで
でも⾃分を守りたいと宣うド屑っぷり。物語の主⼈公でここまで最低野郎が未
だかつていたでしょうか？「ったく、ふざっけんな！」で終わると⾔う珍しい
パターンでした。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員I 14 13 12 13 10 62 ⽷切り屋って何かと思ったら、そういうことかって。⽂章も語り⼝調で読みや
すくするすると読むことができました。対策もしっかり教えてくれていて親切
だなと（笑）世にも奇妙な物語でありそうなお話ではありました。好きな感じ
の物語でした。

337 ⽷切り屋 ⼀般審査員J 16 17 18 18 17 86 ⾮常に⾯⽩い話だった。縁切りに関わる興味深く、展開のテンポも良いし、
ユーモアも効いていたと思う。

合計 152 160 150 156 149 767

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

336 記録を開始します ⼀般審査員A 16 15 15 14 15 75 A⇒Bという怪談創作公式があったとする。このA⇒Bがない作品などないので
ある。問題はその調和の完成度であり、内容である。A⇒Bとは⾔っても、Aか
らBが⽣まれる以上、A⇒＝Bである。つまり、Bの完成度の⾼さは、始まりと
過程に依存しているのである。今の説明を読んで、あなたは何を思っただろう
か。「なるほど、深い。勉強になる」と思ったのか。それとも、「は？ 何
⾔ってんの？ 意味わかんないんですけど」と思ったのか。それとも、「つま
り完成度が低いってこと？ ⾺⿅にしてんの？」と思ったのか。いずれにして
も、怪談に限らず、評論というものは、何か⾔っているようで何も⾔っていな
いようなものなのである。参考にして（ならないかｗ）、胸糞系怪談の「完成
度」を「より」⾼めていってください。個⼈的に、A⇒の部分はまだ伸びしろ
があると思うし、それは必然的にBの伸びしろでもあります。

336 記録を開始します ⼀般審査員B 14 15 15 11 13 68 男を孕ませて雛⿃を産ませる呪いは聞いたことが無かったので新鮮でした。⼥
性が悪魔や呪いの類でなるのは沢⼭ありましたが、まさか男性がなるのは意外
でした。確かに男がお産を体験したら死んでしまうような気はしますね。痛み
に耐えられないと思いました。本当にある呪いなら1番怖いなと感じちゃいま
した。

336 記録を開始します ⼀般審査員C 16 20 12 18 12 78 「⿃」「⼥」がどういった関連性なのか、もう少し深掘りしてもらえると作品
の深みがより⼀層増すと感じた。２ちゃんねるっぽいユーモラスな表現と後半
の脳裏に焼き付く様なグロテスクなクライマックスが印象深い⾮常に尖った作
品でした。

336 記録を開始します ⼀般審査員D 20 18 19 19 18 94 グロ系が苦⼿な私でも次の展開が気になりすぎて⼀気に最後まで読んでしまい
ました。怨みの念と⽔⼦が重なって、不気味な雛になるのがあまりに気味が悪
い。本来ありえない妊婦の体調不良などを男性に味わわせ、最終的に⽣命の誕
⽣と同時に男性の命を奪う。恐らく、⼥性が⼦どもを産みたかったのかは分か
りませんが、酷い扱いをされ、⼦どもの命を奪うことに何の誠意も⾒せない男
性は恨まれても仕⽅ない、と思ってしまいます。助かる⼿段が⾒つからない絶
望感。そして、どこまでが真実で、どこからが妄想なのか。怨みの念が⽔⼦と
重なり、それとも本当に全て現実の出来事なのか。もやもやと考えながら読み
進め、最後の数⾏とタイトルで更に混乱しました…正に⽴つ⿃跡を濁す怪談で
した。

336 記録を開始します ⼀般審査員E 16 16 17 17 17 83 全部『俺』の妄想なの？と思った。⼥の呪いで⿃を産む、それはどんな呪いな
のだろうか。⼥と⿃から連想するに姑獲⿃があるがそれとは違うようだ。髪の
⻑い⼥が⾔った「おかえりィ」とは、寄⽣されていたようでもあるし、⽣まれ
た雛は何になっていくのだろう。もし妄想ではなく『タカギ』の死因が雛を産
んだことによるのならば、騒いでいる『俺』は唯⼀の⽬撃者で次に雛を産まさ
れるということになる、もうエサも貰ってるようだし。⼈の⾝体に卵を産み付
けて孵させる理由はわからないけれど、最初に雛と⽬が合ったものが次の被害
者になりうるような気がした。

336 記録を開始します ⼀般審査員F 17 15 17 16 17 82 このお話が実話だったとしたらめちゃくちゃ怖いですね。⼼霊スポットとして
騒がれている廃パチンコ店での噂の真相、という感じで語られていくお話で、
昔、そこで働いていた〝俺〟がそこで起こった出来事を語っていく訳だけれ
ど、当時、よく⼀緒につるんでいたT君の異常から事は始まる。最初は単なる
体調不良だと思われていた症状が、そうではなく⾷欲がなくなり、偏ったもの
だけを⾷べたり、寮の部屋には⿃の⽻がいっぱいだったり、何かの⾍を⾷べて
いたり、異常さはどんどん増していく。最終的にはT君はどうやら妊娠してい
たらしく、腹を裂いて⽣まれてきたのは鶏のヒナで、それは過去にT君が犯し
てきた過ちの結果だったのだろうという話。噂では⾃殺と⾔われていたが、真
実はそんな異常な死だったのだ、と。そして、この話を語る〝俺〟も⼊院して
いて、診察を受けているのが現状、というのは意外でした。

336 記録を開始します ⼀般審査員G 15 15 13 10 10 63 グロ表現がとても素晴らしかったです。ただ、やはりグロ表現はかなりパワー
のある表現⽅法なので、その表現が印象に残りすぎてしまったことが逆に惜し
いかなと感じました。男性が妊娠するという異常事態の気味悪さや、妊娠によ
る体調変化の細かい部分がちゃんとあるので、そういった刻々と不気味さが増
していく部分が残る程度のグロさでいいかなと思いました。⼥の⼈たちの呪い
の念と、⿃の怪物の望みが重なってしまったが故の不幸なのか。そもそもなぜ
雛だったのか、でもその正体は明かされないが故に余計に⽣まれたモノの不気
味さが増しましたね。⿃は⽣まれたときに⽬が合ったモノを親と思う習性があ
るので、主⼈公ももう助からないんでしょうね…。

336 記録を開始します ⼀般審査員H 15 16 13 12 16 72 まさに厭怖。そして気持ち悪い。なかなかに踏み込んだ作品ですね。ただ、怖
さと⾔う意味では弱いと思います。怪奇と⾔うよりグロ怖系ですね。腹から⿃
が出てくる所、⾍の描写等は怖さ≨グロさという印象。鋭さ、確かにTが追い込
まれていく様⼦は実に情け容赦無く徹底していて、その点での鋭さはありま
す。ただ、全体を通してこの物語を読むと、中⼼点、核の部分が揺らいでし
まっています。描写過多で情報量が多すぎです。新しさ、Tが⾒舞われた怪異の
正体が、(恐らくは過去に傷つけた)⼥達の呪いにより⾃らも孕んでしまう。し
かも⿃を。その点では確かに新しいです。ただ、設定が斬新ではあるものの、
読み⼿にそれを納得させるだけの要素に⽋けます。ユーモアさ、Tのお調⼦者な
キャラクターや、その彼がよもや恐ろしい怪異に⾒舞われ、あまつさえ⾮業の
最期を迎える。それも、結局⾃業⾃得で。ユーモラスと⾔えばそう⾔えなくも
無い。ですが、どうにも胸糞な感情が拭えません。意外さ、男性であるTが
「何者か」を孕んで、産み出したもの、結びの部分の主⼈公の⾔葉。また、
「患者の解離が激しいため記録を⼀時中断」の⼀⽂から、もしかして主⼈公は
解離性同⼀性障害、、、？てことは？など終始疑問だらけでした。意外性は⾼
い、けれどもそれが上⼿く⽂章化しきれていないと感じました。

336 記録を開始します ⼀般審査員I 14 12 14 11 13 64 １回感想書いたのに消えてしまった。。。悲しい。この話は主⼈公のつくり話な
のか、現実なのか？？なぜ⿃を孕んだのか？？お店に捨てられた⽣ごみとこの
話の関係は？T君が⾷べた⿃の⾻を捨てたのか？そして語り⼿も過去にT君のよ
うに⼥性にひどいことをしてしまったのか？？T君の話も妄想でかれの思って
る⾃分の体の変化も妄想なのか？闇。

336 記録を開始します ⼀般審査員J 18 15 17 13 15 78 因果応報と恨みの話と思って、⾮常に怖かった。⾍を与えられていたのは、雛
⿃を育てるためだったのかということも伏線として、良かったと思う。
最後の結局、幻影だったのか？事実だったのかがわからないところで終わらせ
ているところも、良かったと思う。

合計 161 157 152 141 146 757

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員A 16 16 15 15 16 78 軽いタイトルとは裏腹に、重い話。ただ、感想が浮かんでこない。たぶん話に
あんまり仕掛けがないので、感想もでてきにくいのかもしれない。実話であれ
創作であれ、なにかしらのひねりは必要だと思う。とくに、今回の怪談の場
合、実話っぽく（あるいは本当に実話を）語っているがゆえに、「実はあの⼈
狂ってたんです」というのは単なる事実であり、ひねりにはならない。最初
「ミステリーっぽいな」と思ったけど、最後まで読んで「やっぱ違うわ」と
なった。実話をひねるのは難しい。事実を曲げずに脚⾊するのは難しい。その
難しさと向き合ったとき、真の実話怪談が語られる。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員B 12 12 11 10 12 57 ありがちな学⽣時代の隠れたイジメから⽣まれた殺意が呪いになる話でした
が、周りの友達全員に恨みを持ちながら接していられるのがすごい不気味でし
た。そのストレスを全部⼩動物にぶつけて⽣きてきたんだと思うと、かなり壮
絶な学⽣時代を想像できました。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員C 14 18 16 12 14 74 ヒトコワ系の作品としてとても⾯⽩かった。裏の⼈間関係の表現にリアリティ
が有り、⼈間の負の側⾯を表現することに⻑けた作者だと感じた。⼀⽅で、呪
いや霊的な要素が少し物⾜りなさを感じる。次回作がもしあるなら、是⾮そう
いった⼼霊的な要素をもっと⾜してもらえるとより良い作品になると思う。
（途中で話の展開がすこし⾶んだ？）

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員D 16 14 17 17 18 82 幼い頃から積み重ねた恨みの念は、Ｃ君にとってはどうやっても挽回すること
はできなかったのでしょう。勢いで⼀気に綴られた粗削りな⽂章も、体験当時
の緊張感や動揺がよりリアルに伝わってくる感じがしました。学⽣時代の思い
出は年を重ねるほど美化されていくのは良くあることですが、後に友⼈の新た
な⼀⾯を知ってしまったことで⼀変したのはとても悲しいと感じました。真実
を知ることがいいこととは限らない。最後まで読んで⽬に⼊ったタイトルがあ
まりにもおぞましくて⼀気に⿃肌がたちました。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員E 16 16 16 16 16 80 Aは呪いで死んだんだろうか？Bの事故も呪い？そう決めつける状況としては薄
い感じがする。『俺』というキャラクターの思慮が浅い者の考えで進んでいる
話なので、怖さが感じ取れない。Cは単純にマインドマップを外で作成してい
ただけかもしれないし、⼩動物へのいたずらはシリアル的な感覚の持ち主の可
能性もある。今でも独⾝なのは、「Cや他の誰かに呪われてしまうのではない
かと。」とあるが、呪いをかけてくる⼈物がC以外にも思い当たるのか。呪いは
呪われたと思ったら負けなんだそうです。なので呪われたと思っている彼が⼈
⽣を棒に振っていることに早く気づくことを期待します。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員F 17 14 15 14 15 75 ヒトコワ、ですね。発端はAによるCへの苛めなんでしょうけれど、Cにも
元々、素養はあったのかもしれないですね。猫や⼩動物を殺したりする⼈はど
んどんエスカレートしていって、やがては⼈に及ぶ危険性を孕んでいる、とは
よく聞きます。まあ、このお話のCは、直接⼿を下している訳ではないけれ
ど、やっている事は陰湿で、狂喜じみている。Aとはより近い距離の間柄だっ
たからこそ、余計に憎しみ、恨みの気持ちが⼤きかったのかもしれませんね。
写真を使って丑の刻参りのような呪いをかける辺りは現代的ではありますね。
CがAだけでなく、主さんやDにもその呪いを向けているところに怖さを感じま
す。登場⼈物をAとかBとかにするよりも、仮名でも名前を付けた⽅が臨場感も
出て、もっと感情移⼊出来るような気がします。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員G 10 16 13 17 10 66 まさしくヒトコワ、ああ⼈間は醜い…という素晴らしい作品でした。⾃分の信
じていた世界が壊れていく絶望感や、楽しかったはずの思い出がどんどん嫌な
思い出になっていく感じがとても良かったです。主⼈公の正義感が強いという
軸が⼀貫していたので、途中の「正義感が強すぎて孤⽴してしまう」という背
景も説得⼒がありました。それだけに、楽しかった思い出が壊れていくきつさ
は胸が痛くなりましたね。Ｃ君と対峙したところで、逮捕後と現在の情報が交
差するシーンがありましたが、そこは逮捕後と現在をしっかり分けて書いて頂
いた⽅が解りやすかったかと思います。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員H 16 15 13 11 15 70 ⼝の中に苦〜いものが拡がります。救いが無さすぎでした。怖さ、主⼈公に
取ってはキラキラした思い出が蓋を開ければAが他の仲間にアレコレ意地悪し
ていたという事実。そこから⽣まれる憎悪。悪意。憎しみ。最終的に「呪い」
へ転じる。⼈が⼈に向ける憎しみの凄まじさ。怖いですね。鋭さ、主⼈公⽬線
で語られていくストーリ展開が会話劇と情景描写で進められていきますが、バ
ランスが良いですね。感傷的にも説明的にもなりすぎず。ただ、もう少し主⼈
公の背後から迫り来る驚異をじっくりジワジワ表現する事に注⼒しても良かっ
た気がします。新しさ、ここは弱いかな。根幹にある、「仲良しグループだと
思ってたら内実はドロドロしていた」「特に強く恨みを抱えていた者が憎む相
⼿を呪っていた」という部分が、王道だなと感じたので。⽊に写真を釘で⼤量
に打ち付ける、という表現は新しさも感じましたが。ユーモア、は感じ取れま
せんでした。基本は。Cの何かに取り憑かれたかのようにひたすらAに憎しみを
ぶつけ、呪う様は「⼈の度が過ぎた執着は⾝を滅ぼす」という⽪⾁めいた教訓
の様にも感じられ、そう⾔った意味合いでのユーモアならありますが。意外
さ、Aは確かに亡くなりましたし、Bも体調は崩しました。が、これがじゃあ呪
いなのか否か？という謎は残ったままです。あるのはCが呪いをかけた、とい
う事実だけ。そう、明確な怪異と⾔い切れるものは無いんですよね。そこが意
外でした。でも、それで良かったんだと感じました。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員I 14 11 10 10 10 55 ヒトコワなお話ではあったのだけど。。。Bがなぜ⼊院したのかとかわからず。
突然⼊院しちゃってそれが呪いが原因の事故かなにかなのか、ただの病気なの
かもわからず。あれ私が編集でその部分ごっそり消してしまったのかと恐怖で
した。で、Cは何故逮捕？？猫を殺した器物損壊？？呪いとしつつAを殺したの
がCだったってこと？？確かにCは精神的にはおかしくはなっていた部分はある
のだが、語り⼿を殺そうとしたわけでもないのになぜ逮捕？？って疑問が残り
ました。

343 写真ツリー 朝⽇ ⼀般審査員J 18 16 18 14 15 81 本当に呪だったのかが、疑問に思ってしまうが、⼈間の呪いたいという思いに
対する怖さが際⽴っていて、⾮常に気味の悪い話だった。
主⼈公たちの友情というのが思春期の⾒せかけだったという切なさが、記述さ
れていたのも、悲しい話だった。
みんなが幸せになることはできないということを改めて気付かされる終わり⽅
だった。

合計 149 148 144 136 141 718

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

342 魂の墓場 ⼀般審査員A 16 15 15 14 15 75 やり⽅次第ではもっと⾯⽩く語れたと思う。ただ、話としてはよくできている
し（実話にせよ創作にせよ）、指摘したい⽋点はとくにない（ユーモアの⽋如く
らいか）。話が表⾯的すぎるので、もう少し深い裏の⼀⾯なんかを創作してみる
と、⽴体感のある怪談になると思う。ただ話を話として語ってしまうと、
「ふーん。おもしろーい。で？」みたいになってしまう。もし何も思いつかな
いのであれば、物語の意味を語りすぎないで、間接的に表現する等の⼯夫が必
要だと思う。この怪談のように全ての意味を直接的に語ってしまうと、想像⼒
を働かせるというこちらの楽しみが少なくなってしまうのである。とはいえ、
全部の意味を隠して、全部こちらに丸投げしてもいけない。バランスが重要で
ある。

342 魂の墓場 ⼀般審査員B 12 13 12 10 12 59 初めはなんか作りの浅い、時代劇モノかなと思いました。先祖の怨み系の話で
なんで主⼈公の時代まで裏切り者が⾒つけられなかったの？みたいな疑問はあ
りますが話はちゃんと作られてました。途中の登場⼈物の名前や蛇の眼の⾊の
過剰な説明はいらないかなと感じながら最後、続き物みたいな終わり⽅をした
のに続編を期待させない作品でした。

342 魂の墓場 ⼀般審査員C 16 12 12 13 16 69 ⾎の味がする＝裏切り物の証という表現から、先祖からの⾎⽣臭い因縁の深さ
が良く表現されていたと思う。話の展開は⾮常に⾯⽩く完成度が⾼い作品だと
思う。しかし、ラストで、すべて終わったと思った後に再び⾎の味がする展開
は意外性を感じる⼀⽅で、怪談としての怖さよりも⼩説のようなフィクション
感を出してしまっていると感じた。

342 魂の墓場 ⼀般審査員D 17 18 17 18 16 86 古い集落に残る因習と因縁に纏わる話は、どうも⾎なまぐさいものが多いです
ね。歴史的な背景もさることながら、そこに関わっている⼈間のどろどろとし
たものが読み進めるほど濃度が増していく感じがとても良かったです。怖いか
らこそ、良い。体験者の中にある「スイッチ」のようなものが⼊った時、
「⾎」の味を感じるというのも独特の感覚でとても不気味でした。呪縛から解
放されたと思ってからの再び始まる絶望。後味が悪い話好きとしてはとても楽
しませていただきました。

342 魂の墓場 ⼀般審査員E 16 16 16 16 17 81 160年が、裏切り者が⽣まれ変わる時期なのか、嘉平が復活する為に要した時
間なのか、定かではないが先祖の敵討ちを無事に果たした訳だ。⼩さな集落の
⻑年の念願が叶ったというのに、まだ続くとは・・・最後に登場する「みゆ
き」が何なのか。貴三郎は退治されていないのでしょうか？「みゆき」は井ノ
⼝家の娘それとも⾎縁関係にある⼈物なのか。
復讐が終わった後の嘉平の魂は解き放たれたまま、かな⼦の中に住み着いてい
るようだ。
ということは、かな⼦に裏切りを働く者に対して反応して現れてきているよう
に思える。今後、延々と続いていくとしたらその裏切り者をかな⼦はどうして
いくのでしょう。

342 魂の墓場 ⼀般審査員F 17 17 17 17 18 86 武⼠の〇〇の末裔、なんて話はよく⽿にするけれど、追い詰められて無惨に殺
され、歴史からもその存在を抹消されるような形で忘れ去られた⼀族の思いと
はどんなものだろうか。そして、それが信じていた仲間の裏切りによってもた
らされた死だったとしたら…。その恨みは無念の思いとなって後世にも⼤きな
影響を与えるのかもしれない。⼀族の祖先の魂を鎮める為の儀式という名のお
祭りが、実は、⼀族の祖先の党⾸が裏切り者を炙り出し、その恨みを晴らす為
の復活の儀式だった、というのは話としてはよくあるパターンなのかもしれな
いけれど、⾯⽩い。かな⼦が⿊蛇祭で嘉平の魂に⼊られ、無念が無事に晴らさ
れて終わった、と思っていた魂の復讐劇がそれで終わりではなかった、という
のは意外でした。

342 魂の墓場 ⼀般審査員G 8 10 16 5 11 50 過去と現在がリンクする怪談でしたね。それだけに、⽂章の繋がりや表現の仕
⽅に少し違和感を覚えるところがあるので、その辺りが整理されるとよりお話
に集中できると思いました。具体的には「⽬を泳がせて」という表現は、焦っ
ていたり、オロオロしている様⼦を表す表現としてよく使われますので、「お
菓⼦に⽬移りしている様⼦を表す」には少し違和感があるように思いました。
導⼊の雰囲気づくりや、実際の史実に絡んだ内容はとてもよかったです。あと
はもう少し演出しすぎない⽅がより読みやすいかなと思いました。裏切り者を
残らず消すまで主⼈公はその宿命を負わされしまうのは、ある意味呪いです
ね。

342 魂の墓場 ⼀般審査員H 12 13 13 11 13 62 ⼩説としては全然ありだと思います。が、怪談かと⾔われると少し違うと思い
ます。まず怖さ、そもそもこの点が圧倒的に弱い。無念の死を遂げた御霊が時
を経て復讐を遂げる。歴史物語、ですね。もっと主⼈公に迫る危機、感じた恐
怖の描写を⼊れた⽅が良かったかと。鋭さ、終始説明の部分が多く、申し訳な
いですが中だるみ状態です。祭りの話やお祖⺟さんの表情の件をもっとコンパ
クトにしたらいかがかと。新しさ、うーん。昔昔に追われて⼭中に逃げ込んだ
落ち武者が、裏切り者によって無念の死を、、そして百数⼗年の時を経て復讐
へ。どうしてもライトノベル感が否めないんですよね。各々⽬の⾊が違う⿊蛇
が象徴的に出てきたり、裏切り者の⾒分け⽅だったり。⾊々と⼯夫は感じ取れ
ますが。ユーモアさ、についてはほぼ感じ取れませんでした。敢えて⾔うなら
ラスト。友達と会う場⾯ですかね？あ、そっちも？という。意外さ、かな⼦が
贄にされそうになる話かと思いましたが、裏切り者に復讐を遂げるための依り
代になる話だった点です。

342 魂の墓場 ⼀般審査員I 13 12 11 10 11 57 魂の⽣まれ変わりが⾃分の⾝におこった。しかも⼩さいころから⽚鱗は現れて
いて。不思議には思うものの誰にも話してなく、⿊蛇祭の時期に帰らなけれ
ば。。。いやきっと帰る運命だったんだろうな。終わったと思いきや。。。このあ
とどうするんだろうとハラハラです。

342 魂の墓場 ⼀般審査員J 15 16 17 14 16 78 怨念と輪廻の話で、⾮常に興味深い話であった。蛇の形をした魂が恨みを晴ら
すために漂っていたというところも良かった。
最後の友⼈がどういう関係だったのかが気になるが、恨みを晴らすべき相⼿
は、多くいたということなんだろうという⾯⽩い終わり⽅だったと思う

合計 142 142 146 128 145 703
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